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ICT活用時代の教育・研究、
さらに社会全体を支える

無線LANローミング基盤eduroam
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(エデュローム)



本日の話題

 学術無線LANローミング基盤 eduroam
 ICT活用時代の社会を支える情報基盤

 初等・中等教育機関におけるeduroamの活用

安全な公衆無線LAN環境の実現

GIGAスクール時代の、情報・学習支援ツール
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学術無線LANローミング基盤「eduroam」

 教育・研究用の学術無線LAN (Wi-Fi)ローミング基盤

欧州TERENA (現GÉANT) で開発

キャンパス無線のデファクト・スタンダード
世界中の参加機関で、無線LANが無料、安全、自動接続
で利用可能
互恵の精神に基づくサービス

 802.1X方式による安全なユーザ認証

認証VLANによるアクセス制御&ポリシー適用も可能
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eduroam Companion (Android, iOS)

106か国・地域に普及 (2021/12)



国内基盤 eduroam JP
 2006年8月 日本導入 (国立情報学研究所(NII)が運用)
 2021年12月現在 国内317機関 (国立大学は90%)

2016～
初等・中等教育機関にも導入開始
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eduroamは……

ちょっと贅沢なキャンパス無線LANじゃないの？
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いいえ、
世界で当たり前になった、社会の情報基盤です．



ICT活用時代の社会を支える情報基盤
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 キャンパス無線LANは当たり前の時代

学生も教職員も、日常的にネット利用

オンライン会議、オンライン授業のサポート (大容量通信)
 訪問者のネット利用も必要な時代

国内外の学術会議、学生・研究者交流

図書館やホールなどの市民利用、公開講座、地域連携
(eduroam + 公衆無線LAN)

 初等・中等教育機関でも無線LANが重要な基盤に

ICT活用社会の発展のために、
特に教育・学習における大容量通信のサポートが必須．



eduroam市街地サービス

国内317機関 (2021/12現在)

世界の106か国が加盟

認証連携

学術クラウド

図書館・学内LAN
電子ジャーナル等

キャンパス外でも自由に
学術NW・コンテンツへ
アクセス可能に！

学校のアカウントによる
ネット利用を実現

 仮想的なキャンパスの拡大

※ キャンパス無線LANのアウトソーシング
対応も推進

Internet

NHNテコラス様 提供
(2010～2020年)
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(2018年～)



情報基盤としての off-campus eduroam
South Africa:
eduroam at most universities, addressing digital
divides and COVID-19 (July, 2020)

RENU in Uganda:
Town-wide eduroam to help students 
learning under COVID-19 (Oct. 2020)

http://www.universitytimes.ie/20
21/01/heanet-to-extend-wifi-
initiative-for-students-to-90-
new-locations/

“Extended virtual campuses” 
in Ireland  (Jan. 2021)
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TENET, South Africa (July, 2021)
Jisc, UK (May, 2021)
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情報基盤としての off-campus eduroam

すべての教育段階で、学校外でも、ネットワーク利用
環境を整備していく必要性．



初等・中等教育機関におけるeduroamの活用
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 事例1  ハンガリー
NIIF/Hungarnetのプロジェクト (2014-2016, phase 1)

 1,700+の小中学校にeduroamを導入

教職員に加え、生徒と親も対象

コンテンツ・フィルタは、
ネットワーク側ではなく、端末側に実装 (世界的な方向性)



初等・中等教育機関におけるeduroamの活用
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 事例2  オーストラリア

 “eduroam in Australian 
Schools project” (2016-)

タスマニア、クイーンズランド、
ビクトリア各州の学校に
eduroam導入

生徒が大学を訪れて、そこで
学習できる環境 (逆も可)



初等・中等教育機関におけるeduroamの活用
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ベンダの
ウェブサイトより

 国内事例 大阪教育大学附属 平野小学校 ほか

クラス全員が「一斉に端末を使える」環境を実現

 国内の小中高で初のeduroam導入

教職員と研修学生が活用中 高等学校
池田校舎
天王寺校舎
平野校舎

池田中学校
天王寺中学校
平野中学校

池田小学校
天王寺小学校
平野小学校

特別支援学校

他大学の附属
学校にも事例あり



 「教育ICT教材整備指針(仮称)策定に向けて」 (H28.11)
(文部科学省生涯学習政策局情報教育課, 
学校におけるICT環境整備の在り方に関する有識者会議)

初等・中等教育機関における無線LAN整備

無線LANは
すべての段階
の基礎
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普通教室の
無線LAN整備状況
= 41.0% (H31.3)



 学校ICT活用フォーラム (R2.1)  資料より
「学校情報化のこれまでの動きについて ～ＧＩＧＡスクール構
想の実現～」 (文部科学省 初等中等教育局)

初等・中等教育機関における無線LAN整備
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学校外でのデジタル
機器利用が弱い

安全で自由に使え
る大容量ネット
ワーク環境が必
要．

図書館など各種施
設に導入を ↓



教育・学習のデジタル変革に必要なもの
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デジタル教材, 端末 (ノートPC, タブレット, スマホ, …)

学校における
デジタルアイデンティティ

高速・大容量ネットワーク

高速・大容量無線LAN

運用 & サポート

個人の
デジタルアイデンティティ

家庭向け無線LAN, 
マネージドWi-Fi

認証・認可

セキュア公衆無線LAN, 
モバイル通信 (LTE, 5G)

認証連携基盤

学校 家庭 各種施設・市街地



Cityroam : セキュア公衆無線LANローミング基盤

様々なローミングシステムを相互接続し、小さな自治体や通信事
業者でも容易に参加できる、セキュア公衆無線LANシステム．

 IdP: eduroam, ANYROAM, 携帯電話会社(SIM認証), プロバイダ 等

 SP: フリーWi-Fi, 自治体Wi-Fi, 学校 等

https://cityroam.jp/ 16



まとめ

 国内外、様々な大学・学校、文化施設などで
“安全な” 無線LAN利用を実現する eduroam

 大学ばかりではなく、
小中高から通しでICT活用教育を考える必要あり．

キャンパス無線LANの整備推進と、
学校での “積極的な” 利用 (授業だけでなく)

社会全体でのICT活用教育・学習支援

 地域連携のため、市民一般も利用できる “安全な” 公衆無線
LANを導入しましょう．
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 補足スライド

18



WBA OpenRoaming

19

多数の携帯電話会社，ISP，ローミングフェデレーションなどを相互
接続する，世界初のオープンなローミング基盤．

 eduroam (GÉANT)とCityroamが初期メンバーとして参加 (2020)
世界中のOpenRoaming対応の公衆無線LANが、eduroamのアカ
ウントで利用可能に．



 学校ICT活用フォーラム (R2.1)
「学校情報化のこれまでの動きについて ～ＧＩＧＡスクール構
想の実現～」 (文部科学省 初等中等教育局)

初等・中等教育機関における無線LAN整備
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